第４回　講座概要
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　公園や街路樹などのお話

第１回では「花と緑のある暮らし」をテーマに花づくり、庭づくりの楽しさを勉強しました。第２回では、花や緑の基礎知識を学習し、第３回で、実際にガーデニング実習を行いました。最終回である第４回の講座では、応用編として、公園や街路樹などのお話を玉崎先生にうかがいました。これらはまちをつくる大きな緑の要素ですが、魅力的なまちをつくるものとして非常に重要なものです。

· 街路樹・公園について

· 印象的で綺麗な街路樹をつくるには、地盤を整えることは大原則ですが、管理方法を知ることが重要です。管理方法を間違えると、本来の綺麗な樹形が崩れてしまう場合があります。管理がしやすく地域に適した樹木を選定すれば、素晴らしいまちの風景をつくることができます。

· 高木と一緒に低木や地被類を配置する方法もあります。街路樹は基本的に植え替えをしないので、１年草などは避けます。高木下を好み、花の咲く期間が長いものなどをジュータンのように敷き詰めると綺麗です。球根類を入れて、季節により咲く花を変えると、季節を楽しむことができます。最初から高さや色を考えて、きちんと植えていきましょう。

· 公園では、大きな木のあるところと、花のあるスポットを分けて配置すると効果的。背後にしっかりした緑があれば、奇抜な色合いの花でも素敵です。

· 街路樹樹種の紹介（玉崎先生の紹介するスライドを見ながら…）

· ケヤキ・・・広い空間で自由に枝を伸ばせば、自然の形にまとまります。

· メタセコイヤ・・・高木。手を入れなくても錐形にまとまるので、シンボルツリーに適しています。冬は落葉しますが、落葉後の枝が細かく、たくさんあるので、非常に綺麗で、ひとつの冬の風景をつくります。ただし、成長が早く、場所をとるので、狭いところには向きません（家庭向きではない）。イチョウやポプラも同様、印象的で絵になる風景をつくり、人の気持ちを引き締めます。

· トウカエデ・・・街路樹によく使われます。成長はゆっくり。山でなく都会でも綺麗に紅葉します。この品種で新芽が黄色とピンク色と白色で出てくる花散里（ハナチルサト）などもあります。独特の秋の雰囲気を出したい通りなどに適しています。

· オーク・・・樹形が大きく印象的。黄色く紅葉。大きな木の下は人間も安心できます。仕舞いには、拝んでしまうような威力があります。

· ヒマラヤスギ・・・針葉樹。綺麗な円錐形。クリスマスの飾り。濃い緑。冬でも落葉しません。針葉樹は先端１ｍでも切ってはいけません。それだけで本来の樹形にならなくなってしまいます。

· マロニエ・・・端整な樹形。枝は粗いですが力強い。花も綺麗。パリのシャンゼリゼ。最近は背が低く、赤い花が咲く品種もあります。

· マツ・・・平塚の海岸沿いは黒松。赤松は山にあり、茶系で綺麗です。

· 竹・・・街路樹になる。気持ちが良い。丈夫で管理が不要ですが水が必要。
· プラタナス・・・手を入れる必要があります。
· カエデ・・・樹形がまとまりにくいです。日本の風景。傾いて広がっていくので、街路樹には向かないです。平塚にも山もみじがありましたが、ブツブツに切られていました。樹種の選択ミスと考えられます。　などなど

· 参加者によるお庭自慢、平塚の好きなお花スポットについて、自由に意交換

· 参加者の方がご持参になったお庭や好きなスポットの写真について、玉崎先生にコメントをいただきならが、意見交換を行いました。素晴らしい薔薇のお庭などがご紹介されました。

· 平塚市の取り組み紹介

· 桜ヶ丘公園について

神奈川県立平塚西技術高等学校跡地の桜ヶ丘公園は、市民の方々によるワークショップや、富士見小学校６年生による総合学習の成果を取り込み、利用者の視点に立った計画を進めてきました。公園整備のコンセプトは、既存のサクラや桜ヶ丘の地名から「サクラを中心とした地域密着型の公園」です。防災備蓄倉庫やかまど型ベンチ（非常時炊き出しができます）の設置など防災機能も併せ持っています。いつまでも美しい公園となること、また愛着を持ってもらうことを目的に、サクラの里親制度「あゆみの木」を実施します。

· 第３回講座「プランターでガーデニング実習」の経過報告

· 第３回の講座で行ったガーデニング実習の経過を、現在の写真をご紹介しながら状況報告しました。色合いや樹種、プランターの大きさなどもすべて違いますが既存の屋上庭園にとてもなじんでいます。すべてのプランターが元気です。

· 市より「湘南邸園文化祭２００７」（※終了しました）「季刊紙グリーナリー」「道路愛称」の紹介

· 人々の心に残る邸園や歴史ある建造物を活用しながら保全していこうという「邸園文化圏再生構想」を推進するため湘南邸園文化祭が開催されます。主催者は地元の住民やＮＰＯ団体などで自主的に参加しています。

· みどりの輪を広げるため、季刊紙「greenery～グリーナリー」を発行。
生垣を作る場合など「平塚市生垣設置奨励補助金制度」を活用ください。

· 平塚では、市制６０周年を記念して平成５年に道路愛称を付けました。また、特徴のある街路樹が植えられた道路もたくさんあります。
· よく見てみると、平塚にも魅力的なところがたくさんありますので、いつもと視点を変えて、まちをゆっくりご覧ください。
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